
固化処理⼯法研究会

軟弱地盤を甦らせる

軟弱⼟固化処理システム
私たちは、河川や湖沼の環境ソリューション集団です。



 固化処理⼯法研究会は、超軟弱地盤の表層固化処理⼯事を得意とする専⾨企業により、昭和５６年に発⾜しました。
当初、⼟地を有効利⽤するという社会ニーズを満たすための⽬的で発⾜した本研究会は、現在では、⼈々の⽣活環境の
急激な変化に伴い発⽣した河川や湖沼のヘドロ・汚泥堆積などの軟弱⼟処理する集団として期待されるようになり、⼟
地の有効利⽤ばかりでなく、環境ソリューションとしての役割も果たしています。

○ 適⽤例

軟弱⼟の搬出処分、軟弱⼟の有効利⽤
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覆⼟

固化処理した有害物質含有軟弱⼟
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● 運⽤条件や使⽤⽬的に応じてあらゆる現場で対応できるようフロート式施⼯法と⾃⾛式施⼯法を備えています。
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⾼含⽔⽐
含⽔⽐ 100〜300％

有害物質含有⼟

⾼有機質⼟
強熱減量 10〜30％

所⽤強度の確保
環境規制の遵守
余⽔処理池の不要
摘⽤範囲の拡⼤
経済設計が可能

汚染⼟の封じ込め

FSM⼯法
FVM⼯法
FAM⼯法

RM⼯法
ARM⼯法
BH-RM⼯法



○原位置処理システム

■横⾏式施⼯法 ■⾃⾛式施⼯法

ＦSM⼯法（横⾏連続式施⼯法）

ＦＶＭ⼯法（⻑尺・横⾏式泥上施⼯法）

ＲＭ⼯法（ロータリー式施⼯法）

ＡＲＭ⼯法（⾃動ロータリー式施⼯法）

ＦＡＭ⼯法（⻑尺・横⾏式⽔中施⼯法） ＢＨ−ＲＭ⼯法（バックホウタイプロータリー式施⼯法）

プラントで調整した固化材スラリーをグラウトポンプで圧送し、処理機で軟弱⼟とスラリーを混連することによって、
所定の強度に固化する⼯法です。処理⼯法には、状況に合せてＦＳＭ⼯法（横⾏連続式施⼯法）、ＦＶＭ⼯法（⻑
尺・横⾏式泥上施⼯法）、ＦＡＭ⼯法（⻑尺・横⾏式⽔中施⼯法）、ＲＭ⼯法（ロータリー式施⼯法）、ＡＲＭ⼯法
（⾃動ロータリー式施⼯法）、ＢＨ−ＲＭ⼯法（バックホウタイプロータリー式施⼯法）の６⼯法があります。
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